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Line Up

　平成21年8月10日付で，(独 )科学技術振興機構と

福井大学，福井県教育委員会の間で実施合意書を締結

し，CST 養成活動開始に向けた体制づくりが始まりま

した。福井大学文京キャンパス総合研究棟 I の 12 階

に CST 企画運営事務局を設置し，福井大および県教委

で構成される「CST 企画運営委員会」，実施機関と県

内他大学・科学館等の連携機関で構成される「CST 養

成連携協議会」および本学 CST養成事業の評価を担う

「CST 評価委員会」等を設置し，年に各数回の委員会

を開いて CST 養成の体制を整備するとともに，資格取

得のための養成プログラムの開発を進めてきました。

　そして，大学の専門講座と連携機関の各種講座を

CST 受講者が受講し，講座受講によるポイント積算で

CST 資格取得を目指す仕組みを作り上げました。

　２月には福井大学 CST ホームページを公開しまし

た。本事業の広報を推進する他，受講者の講座申込や

履修状況管理を行うシステムも備えています。

　CST 受講者の募集活動は平成 22 年の年明けととも

に始まり，学部生・院生や現職教員からの応募が多数

ありました。書類審査の後面接を行い，CST プログラ

ム受講者として，初級 8 名，中級 3 名，上級 6 名を

決定しました。既に講座の受講や中級 CST 受講者に

よる長期インターンシ

ップも始まっています。

8ヶ月余りの準備期間

を経て，福井大学 CST

養成活動，いよいよ

スタートします。
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上級（標準修業年限 1 ～ 5年）  

知識 
・先端科学技術セミナー ( 1 講座 1P ) 

・学校教育研修講座(研究所)  ( 1 回 1P )  

・学会･研究会等参加 ( 1 回 1P ) 

 ( 上記 3 項から 合計 10P 以上 ) 
技能 

・技能研修講座A(研究所) 1回以上( 1P ) 

・技能研修講座B(科学館等) 1回以上( 1P ) 

・学会･研究会等にて発表 1回以上 ( 1P ) 

・科研費補助金等へ応募 1 回以上( 2P ) 
指導力 

・理科授業公開 3 回以上 ( 3P )  

・指導案作成･公開  3 件以上 ( 3P )  

・理科公開授業とその授業研究会参加 

  3 回 以上 ( 3P ) 
・科学イベント企画講師 1回以上( 1P ) 総合力 

・実務における助言等の活動( a 初級・中級

CST候補者のインターンシップ受入担当 

b 教員研修，理科授業や学業指導で同僚

教員への助言等の活動 c 小教研･中教研

理科部会，理科教育関連サークルに所属し

活動 のうち1項目)( 5P ) 

コア･サイエンス･ティーチャー(  CST)とは

　指導力に優れた小･中学校教員

として自ら教育実践を行うとと

もに，地域の小･中学校や科学館

等の理数教育支援拠点も活用し

て，研修会や指導法開発で中心

的な役割を果たすことなどによ

り，地域の理数教育の質を向上

させる教員である。・上級 CST 資格取得に伴い，一

般教育職員としての通常業務に

影響のないこと。・資格取得後も継続的な研鑽を

積み，地域の核となる理科教

員として鋭意努力すること。
・標準修業年限は１～５年です。有効期限：   　 平成27年3月31日

　今春，平成 22 年度の CST 養成事業の新規募集が

行われましたが，その際，複数の大学・教委関係者

から，本学の CST 事業について問い合わせを受けま

した。全国的に CST 事業が広まろうとする中，本学

の CST 事業への注目度が高まっていることの現れか

も知れません。

　CST 事業もその一つですが，「次世代を担う若者

への理数教育の充実」というテーマを掲げ，文部科

学省は様々な施策を進めています。我が国が科学技

術立国を目指すと同時に，持続可能な社会を実現す

るためには，全ての市民にとって科学技術リテラ

シーを身につけることが求められているわけです。

　日本学術会議も，平成 19 年に，「これからの教師

の科学的教養と教員養成の在り方について」と題し

た要望を国に提出し，その中で教員養成制度も含め

さまざまな提言を行っていますが，そこには，CST

事業にも共通する考え方もいくつか見られます。一

方で，教員養成や免許制度等の制度設計については

中教審での議論も始まろうとしています。

　このような状況の下，CST 事業を，大学が地域の

教育関係者と協働して進める中で，教師の科学的知

識・技能・指導力の向上を図るための支援を行うと

ともに，教員養成における課題についても共に考え

ていくことが必要かと思います。

　二年目に入った福井の CST 事業をより広く知って

もらうために NewsReport を発刊することにいたし

ました。四半期毎の事業案内や報告が主になるかと

思いますが，既に，立ち上げているホームページ

共々，本事業関係者間での情報共有や意見交換の場

として役立つことを願っております。

※CST：コア・サイエンス・ティーチャーの略称。



CST 養成プログラムでは，「基礎知識」「知識」「技能」「指導力」「総合力」の観点から評価します。
  「基礎知識」：物理･化学･生物･地学各分野に関する専門的基礎学力の形成と確認 (初級･中級 CST 対象 )
　「知     識」：先端科学技術セミナー，学校教育に関する知識，福井大学の指定科目　等
　「技     能」：福井大学・県教育研究所等・科学館等の提供する技能研修　等
　「指導力」：公開授業参観，福井大学・県教育研究所等・科学館等での TA活動　等
　「総合力」：小中学校や科学館等でのインターンシップ (初級･中級 CST 対象 )，実務における助言等の活動 (上級 CST 対象 )
各観点についてポイント換算し，一定期間内に指定ポイント数以上取得するとCSTプログラム修了です。ポイントは積算制で，
各講座には自主的に参加していただきます。    受講者のライフスタイルに合わせた「自己啓発型」CST養成・支援システムです。
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本事業は，( 独 ) 科学技術振興機構の支援のもと実施しています。

プログラム受講者だより

　子どもたちと一緒に夜空を見
上げながら星座を探しました。
小学校の頃には教えていただく
側として参加しましたが，今回
は教える側として参加しまし
た。天体のおもしろさを伝える
側としての喜びを感じました。

　4月 26 日から，CST 養成プログラムを開始しました。
連携機関の講座受講第 1号，福井市自然史博物館の講座
「土星と春の星座」からの報告です。

受講者のひとこと

7/20 ～ 8/17　上級 CST 第 2期応募期間
8/28(土)　　   上級 CST 応募者面接

講座情報：
　7月下旬～ 9月上旬（日曜を除く）
　　　      「恐竜化石発掘作業参加」(恐竜博物館)
　7/16　  魚ロボット開発物語
　　　　　　　　　　(大学連携リーグ・福井工大)
　7/28　  校内研修の活性化                          (県教育研究所)
　8/3　　魅力ある学級づくり，授業づくり
　　　　　　　　　　　　　　　(嶺南教育事務所)
　8/31, 9/7, 9/14　 RNAの秘密             ( 県立大学)　
　9/22　  中秋の名月                           (児童科学館)
　その他の情報は，ホームページをご覧ください。

平成22年度  第2四半期( 7～9月 )のお知らせ

　当日の夜は大気が澄んでおり，天体観望会日和でした。
天文台内の 20 センチ屈折望遠鏡では，土星本体とその環
とともに複数の衛星を観察できました。また，春を代表
するおおくま座が北東の空に，冬の大三角をつくる３星
が南の空によく見えました。

講師のひとこと

CST 養成プログラムの概要Pick Up!

実施機関
　福井大学

共同実施機関
　福井県教育委員会
　（福井県教育研究所）
　（嶺南教育事務所）

連携機関
　福井県立大学
　福井工業大学
　福井市教育委員会
　美浜町教育委員会
　福井県立恐竜博物館
　福井市自然史博物館
　福井県児童科学館

協力機関
　福井県大学・私学振興課
　　　    ( 大学連携リーグ )


